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戦争か終わって､日本人として生き

ていくには､頑張らないといけない

と唇って勉iL,て､や光 軸 のこと
も話せるようになりました｡大人にdヽ.L-
なって世の中のことを考えていくみ

なさ整 あ鮎 得 て､葦gl=良かっ
たと思います｡

みなさんは､いい海亀こ生まれ薫っ

ています｡望みを大きく､頑張ってくだ

さい｡日本は戦争lこよって傷つく人た

ちかいるということも考えずに､戦争

で豊かになろうとしました｡戦争はあっ

てほならないものです｡

この完しい､重いテ-司こ崩して､きよ
うは､みなさん果敢に､熱心に集まっじJlヽ 5̂
てくれました｡私たちは時代を選べま打e
せんが､限られた時間の中で精いっ

ぱい生きています｡そういう人たち

に由会うのも夫童だと患います｡

t@ =t･も地 方 ブのメンバ→鵬 しています｡メン′{-にな払 細 I･aBJft,ジと軸 をプレゼント｡にども舶 fr5ブ組 と血､て､繊 細 畠細 評 どしどし蝕 してくださいね｡


